
一
、
地
域
の
概
要

「
泊と

ま
り

環
境
保
全
協
議
会
」（
以
下
「
本

協
議
会
」
と
い
う
。）
が
活
動
し
て
い
る

興ご

居ご

島し
ま

は
、
松
山
市
北
部
の
高
浜
港
か

ら
フ
ェ
リ
ー
で
15
分
、
周
囲
お
よ
そ
25
㎞

に
人
口
約
１
０
０
０
人
、
６
３
０
世
帯
が

暮
ら
す
離
島
で
す
。
瀬
戸
内
海
に
面
し

た
温
暖
な
地
が
育
む
「
温
州
み
か
ん
」、

「
伊
予
柑
」、「
せ
と
か
」、「
レ
モ
ン
」
な

ど
の
柑
橘
類
は
〝
興
居
島
ブ
ラ
ン
ド
〟
と

し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
地
元
松
山
市
場
を

始
め
関
西
・
中
部
方
面
に
も
数
多
く
出

荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
地
域
の
柑
橘
栽
培
は
島
民
の

み
な
ら
ず
、
フ
ェ
リ
ー
通
い
の
兼
業
農
家

や
県
外
か
ら
の
移
住
者
な
ど
に
よ
り
守
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
近
年
の
高
齢
化
、
過
疎

化
の
進
行
に
よ
り
、
農
用
地
や
水
路
・
農

道
・
た
め
池
な
ど
、
地
域
資
源
の
適
切
な

管
理
が
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
営
農
継
続
が
困

難
な
樹
園
地
に
対
し
て
は
耕
作
放
棄
地

に
な
る
前
の
農
地
集
積
、
第
三
者
へ
の
斡

旋
に
役
立
つ
よ
う
、
農
地
中
間
管
理
機
構

と
連
携
し
情
報
収
集
に
努
め
て
い
ま
す
。

二
、
設
立
の
経
緯
と
組
織
の
特
徴

組
織
設
立
の
話
が
持
ち
上
が
っ
た
の

は
、
松
山
市
か
ら
「
農
地
・
水
・
環
境
保

全
向
上
対
策
」
を
紹
介
さ
れ
た
の
が
き
っ

か
け
で
し
た
。
当
時
、
地
元
住
民
と
都
市

住
民
の
交
流
な
ど
の
地
域
活
性
化
を
目

的
に
遊
休
農
地
を
活
用
し
た
〝
島
の
学

校
づ
く
り
活
動
〟
を
地
元
婦
人
会
が
中

心
と
な
っ
て
進
め
て
お
り
、当
該
事
業
は
、

こ
れ
ら
活
動
と
も
密
接
な
関
連
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
是
非
取
り
組
み
た
い
と
考
え
ま

し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
新
規
事
業
に
取
り

組
む
こ
と
で
事
務
負
担
の
増
加
が
想
定

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
難
色
を
示
さ
れ
る
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
も
事
実
で
す
。
そ

の
よ
う
な
方
々
へ
は
、
直
接
足
を
運
ん
で

事
業
の
制
度
や
メ
リ
ッ
ト
を
説
明
し
、
地

道
に
協
力
を
依
頼
し
て
回
り
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
婦
人
会
を
中
心
に
、
町
内
会
、

Ｊ
Ａ
果
樹
部
会
、
青
年
部
な
ど
が
協
力

す
る
形
で
「
泊
環
境
保
全
協
議
会
」
が

発
足
し
ま
し
た
。
以
降
、
平
成
26
年
か
ら

は
「
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
」
を
活

用
し
、
認
定
農
用
地
面
積
：
畑
６
５
・
６

ha
、
農
家
戸
数
69
戸
、
農
家
以
外
６
団

体
（
自
治
会
、
婦
人
会
、
島
四
国
古
道

保
存
会
、
消
防
団
、
ご
ご
島
里
山
作
り

グ
ル
ー
プ
、
青
年
部
）
に
よ
り
、
活
動
を

継
続
し
て
い
ま
す
。

本
協
議
会
の
特
徴
と
し
て
は
、
前
記
の

経
緯
か
ら
、
役
員
の
半
分
以
上
を
女
性
が

担
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
女
性
な
ら

で
は
の
配
慮
が
細
部
ま
で
行
き
届
い
て
お

り
、
適
切
な
役
割
分
担
の
も
と
、
き
め
細

か
な
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

三
、
力
を
入
れ
て
い
る
活
動

本
協
議
会
が
活
動
を
す
る
上
で
重
要

視
し
て
い
る
の
は
、
農
業
者
と
地
域
住
民

と
が
融
和
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
と
、

担
い
手
の
確
保
で
す
。
こ
の
２
点
を
念
頭

に
置
い
た
上
で
、
次
の
活
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

（
一
）�

地
域
資
源
の
適
切
な
保
全
管
理

の
た
め
の
推
進
活
動

草
刈
り
や
泥
上
げ
と
い
っ
た
基
礎
的
な

地
域
資
源
の
保
全
管
理
に
加
え
、
植
栽

な
ど
の
環
境
保
全
活
動
等
へ
の
理
解
・
協

力
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
内
外
の
住
民

同
士
の
意
見
交
換
会
を
積
極
的
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
自
分
た
ち
の
ふ
る
さ
と

の
点
検
や
診
断
を
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
、
本
協
議
会
、
県
、
市
、
水み

土ど

里り

ネ
ッ
ト
愛
媛
が
連
携
し
、
地
域
住
民
を

中
心
と
し
た
「
泊
地
区
ふ
る
さ
と
づ
く
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」、「
泊
地
区
い
い
も
の

探
し
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
様
々
な
年

代
の
参
加
者
が
数
班
に
分
か
れ
地
域
内

を
散
策
し
、
島
に
点
在
す
る
文
化
・
歴

史
ス
ポ
ッ
ト
や
改
善
す
べ
き
課
題
な
ど
を

泊環境保全協議会　位置図

山や
ま

内う
ち

カ
ネ
子こ

（
愛
媛
県
）

泊と
ま
り

環
境
保
全
協
議
会
　

代
表

魅
力
あ
る
地
域
お
こ
し
と
活
力
あ
る

瀬
戸
内
の
島
人
の
取
組

「
多
面
的
機
能
の
発
揮
の
活
動
と
地
域
リ
ー
ダ
ー
」
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マ
ッ
プ
に
落
と
し
込
み
、
参
加
者
全
員
で

共
有
し
、
地
域
活
性
化
の
足
掛
か
り
と
し

て
い
ま
す
。

（
二
）
獣
害
対
策

本
地
域
で
は
、
泳
い
で
き
た
と
み
ら
れ

る
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
食
害
、
石
垣
な
ど
の

施
設
破
壊
と
い
っ
た
被
害
が
平
成
29
年
か

ら
相
次
い
で
い
ま
し
た
。
当
時
は
、
市
の

補
助
事
業
に
よ
り
防
護
柵
を
購
入
・
設

置
し
、
そ
の
管
理
は
各
農
家
に
任
せ
て
い

る
状
況
で
し
た
が
、
設
置
後
も
何
度
と

な
く
柵
を
突
破
さ
れ
、
補
修
を
担
う
若

い
農
家
の
負
担
が
大
き
く
な
り
、
不
満
の

声
が
上
が
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
本
協
議
会
は
、
農
地
保
全
の
観
点

か
ら
防
護
柵
設
置
後
の
補
修
に
か
か
る
日

当
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
、
多
面
的
機
能

支
払
交
付
金
か
ら
支
出
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
現
在
、
防
護
柵
補
修
の
日
当
は

８
万
円
／
年
（
交
付
金
の
約
５
％
）
程
度

と
な
っ
て
お
り
、
被
害
の
抑
制
に
大
き
な

成
果
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
内
大
学
か
ら
教
授
を
招
き
、

「
興
居
島
地
区
猪
被
害
情
報
報
告
会
」
を

こ
れ
ま
で
に
３
回
実
施
し
て
お
り
、
地
域

資
源
の
適
切
な
保
全
管
理
の
た
め
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
頂
い
て
い
ま
す
。

（
三
）�

学
生
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
新

た
な
担
い
手
の
確
保

令
和
３
年
度
か
ら
愛
媛
大
学
社
会
共

創
学
部
の
学
生
有
志
十
数
名
で
構
成
さ

れ
た
「
地
域
活
性
団
体
し
ま
い
る
」（
以

下
、「
し
ま
い
る
」
と
い
う
。）
と
連
携
し

た
地
域
活
性
化
の
取
組
を
実
践
し
て
い
ま

す
。「
し
ま
い
る
」
は
、
高
校
時
代
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
興
居
島
を
訪
れ
て

い
た
学
生
が
、
卒
業
後
も
興
居
島
で
の
活

動
を
続
け
た
い
と
い
う
思
い
で
立
ち
上
げ

た
団
体
で
す
。
彼
ら
に
は
、
若
者
が
持
つ

豊
か
な
創
造
力
・
行
動
力
を
い
か
し
、
共

同
作
業
等
の
実
践
活
動
や
地
域
の
伝
統

文
化
・
芸
能
行
事
や
季
節
ご
と
の
イ
ベ

ン
ト
計
画
策
定
に
も
参
画
し
て
も
ら
っ
て

お
り
、
学
生
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
に
よ
り

〝
元
気
が
も
ら
え
る
〟
と
好
評
を
博
し
て

い
ま
す
。

（
四
）�
甚
大
な
災
害
時
に
お
け
る
多
面

的
機
能
支
払
交
付
金
の
役
割

島
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
平

成
30
年
７
月
の
西
日
本
豪
雨
災
害
で
は
、

島
内
各
所
で
土
砂
崩
れ
が
起
き
、
土
木

業
者
の
手
が
借
り
ら
れ
な
い
中
、
小
規
模

な
応
急
措
置
な
ど
は
自
分
た
ち
で
行
わ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
本
協
議
会
で
は
、
日
頃
の
活
動

で
培
っ
て
き
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
頼
り
に

土
地
改
良
区
、
町
内
会
、
Ｊ
Ａ
、
農
業

者
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
「
泊
地
区
復
旧
・

復
興
対
策
本
部
」
を
い
ち
早
く
設
置
し
、

関
係
機
関
と
の
情
報
窓
口
を
一
本
化
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
情
報
錯
綜
に
よ
る
混

乱
を
防
ぎ
、
被
災
後
１
週
間
以
内
に
は
人

材
や
資
機
材
を
集
め
て
復
旧
作
業
に
取

り
掛
か
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
は
、

本
交
付
金
に
よ
る
経
済
的
支
援
と
、
こ
れ

ま
で
の
活
動
を
通
し
て
育
ん
で
き
た
地
域

の
絆
が
あ
っ
て
実
現
し
た
も
の
で
あ
り
、

行
く
先
々
で
「
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
に
取
り
組
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
」
と
い

う
声
が
上
が
っ
て
い
た
こ
と
を
鮮
明
に
記

憶
し
て
い
ま
す
。

四
、
結
び
に

こ
と
さ
ら
人
間
関
係
が
希
薄
な
ネ
ッ

ト
社
会
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
よ
り
そ
の
傾
向
は
さ
ら
に

加
速
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
や
地
域
と
の
相
互
扶
助
の

大
切
さ
を
今
一
度
見
直
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
、「
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
」
の

果
た
す
べ
き
役
割
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
高

ま
っ
て
い
く
と
感
じ
て
い
ま
す
。

本
協
議
会
に
お
い
て
も
、
本
事
業
の
活

動
を
活
発
化
さ
せ
、
更
な
る
地
域
社
会

発
展
の
た
め
に
貢
献
す
る
べ
く
そ
の
一
翼

を
担
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

（
２
０
２
３
年
６
月
受
稿
）

泊地区ふるさとづくりワークショップ全体会イノシシ防護柵補修
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